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鈴
木
庸
夫
先
生
略
歴
一
九
四
七
年
一
一
月
一
三
日
山
形
県
山
形
市
に
生
れ
る
一
九
七
一
年
三
月
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
専
攻
（
修
士
課
程
）
入
学
一
九
七
三
年
三
月
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
専
攻
（
修
士
課
程
）
修
了
（
法
学
修
士
）
一
九
七
三
年
四
月
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
専
攻
（
博
士
課
程
）
入
学
一
九
七
六
年
三
月
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
専
攻
（
博
士
課
程
）
単
位
取
得
満
期
退
学
一
九
七
六
年
四
月
千
葉
大
学
講
師
教
養
部
に
採
用
一
九
七
九
年
六
月
千
葉
大
学
助
教
授
教
養
部
に
昇
任
一
九
八
一
年
四
月
千
葉
大
学
助
教
授
法
経
学
部
に
配
置
換
一
九
九
四
年
一
二
月
千
葉
大
学
教
授
法
経
学
部
に
昇
任
一
九
九
六
年
四
月
日
本
公
共
政
策
学
会
理
事
（
〜
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
一
九
九
七
年
二
月
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
シ
ド
ニ
ー
大
学
）
へ
出
張
（
〜
一
九
九
七
年
一
〇
月
）
二
〇
〇
二
年
四
月
日
本
公
共
政
策
学
会
理
事
（
〜
二
〇
〇
六
年
三
月
）
二
〇
〇
四
年
四
月
千
葉
大
学
教
授
大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
に
配
置
換
二
〇
〇
五
年
四
月
日
本
自
治
学
会
理
事
（
〜
二
〇
〇
七
年
三
月
）
二
〇
〇
八
年
四
月
日
本
公
共
政
策
学
会
理
事
（
現
在
に
至
る
）
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
日
本
公
法
学
会
監
事
（
現
在
に
至
る
）
二
〇
一
三
年
三
月
千
葉
大
学
を
定
年
に
よ
り
退
職
二
〇
一
三
年
四
月
千
葉
大
学
名
誉
教
授
鈴木庸夫先生 略歴
６８１
鈴
木
庸
夫
先
生
主
要
著
作
目
録
Ⅰ
著
書
・
監
修
書
『
目
で
見
る
行
政
法
教
材
』（
有
斐
閣
）（
共
編
著
、
本
人
担
当
部
分
抽
出
不
可
能
）（
一
九
九
三
年
三
月
）
中
西
又
三＝
村
上
武
則＝
鈴
木
庸
夫＝
古
城
誠＝
藤
原
淳
一
郎
『
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
行
政
法
』（
有
斐
閣
）（
第
二
章
Ⅰ
・
Ⅱ
、
第
四
章
Ⅰ
〜
Ⅳ
を
執
筆
）（
一
九
九
四
年
二
月
）
『
開
発
規
制
と
条
例
・
要
綱
―
土
地
所
有
権
の
公
共
性
と
規
制
手
法
（
自
治
総
研
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
３０
）』（
地
方
自
治
総
合
研
究
所
）（
一
九
九
四
年
二
月
）
『
変
革
期
を
迎
え
た
情
報
公
開
制
度
の
設
計
と
運
用
―
情
報
公
開
法
と
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
条
例
（〈
地
域
科
学
〉
ま
ち
づ
く
り
資
料
シ
リ
ー
ズ
２８
）』（
地
域
科
学
研
究
会
）（
後
藤
仁
と
共
同
監
修
）（
一
九
九
九
年
三
月
）
『
改
正
地
方
自
治
法
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
（
地
方
自
治
土
曜
講
座
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
５５
）』（
公
人
の
友
社
）（
二
〇
〇
〇
年
五
月
）
『
分
権
改
革
と
地
域
づ
く
り
（
シ
リ
ー
ズ
図
説
・
地
方
分
権
と
自
治
体
改
革
２
）』（
東
京
法
令
出
版
）（
編
著
）（
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）
鈴
木
庸
夫＝
磯
崎
初
仁＝
金
井
利
之＝
名
和
田
是
彦＝
出
石
稔
ほ
か
『
分
権
型
社
会
に
お
け
る
自
治
体
法
務
』（
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
）
（
三
〜
九
・
九
九
〜
一
〇
七
・
一
五
八
〜
一
六
五
頁
を
執
筆
）（
二
〇
〇
一
年
三
月
）
『
都
道
府
県
と
市
町
村
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
―
最
近
の
条
例
の
動
向
を
手
掛
り
に
し
て
（
議
会
職
員
執
務
資
料
シ
リ
ー
ズ
３８１
）』（
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
事
務
局
）（
二
〇
〇
二
年
六
月
）
『
構
造
改
革
時
代
の
手
続
的
公
正
と
第
２
次
分
権
改
革
―
手
続
的
公
正
の
心
理
学
か
ら
（T
A
JIM
I
C
IT
Y
B
O
O
K
LE
T
４
）』（
公
人
の
友
社
）（
二
〇
〇
三
年
四
月
）
『
政
策
法
務
の
理
論
と
実
践
』（
第
一
法
規
）（
加
除
式
資
料
、
編
集
代
表
）（
二
〇
〇
三
年
七
月
〜
）
『
市
町
村
合
併
―
推
進
実
務
と
シ
ス
テ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
統
合
（〈
地
域
科
学
〉
ま
ち
づ
く
り
資
料
シ
リ
ー
ズ
２８
）』（
地
域
科
学
研
究
会
）
（
後
藤
仁
と
共
同
監
修
）（
三
九
〜
四
三
・
五
五
〜
六
〇
・
九
七
〜
九
九
・
一
〇
一
〜
一
一
一
・
一
五
三
〜
一
五
八
・
一
六
一
〜
一
七
〇
頁
を
執
筆
）（
二
〇
〇
四
年
六
月
）
『
自
治
体
法
務
改
革
の
理
論
』（
勁
草
書
房
）（
編
著
。
序
章
及
び
第
一
章
を
執
筆
）（
二
〇
〇
七
年
七
月
）
『
災
害
弱
者
の
救
援
計
画
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
（〈
地
域
科
学
〉
ま
ち
づ
く
り
資
料
シ
リ
ー
ズ
２８
）』（
地
域
科
学
研
究
会
）（
宇
賀
克
也
と
共
同
監
修
）（
六
九
〜
一
〇
一
頁
を
執
筆
）（
二
〇
〇
七
年
九
月
）
『
行
政
手
法
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
―
政
策
法
務
の
ツ
ー
ル
を
学
ぼ
う
（
自
治
体
法
務
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
シ
リ
ー
ズ
６
）』（
第
一
法
６８２
規
）（
山
本
博
史
著
の
監
修
）（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
『
ど
う
変
わ
る
？
ど
う
つ
く
る
？
第
２
期
地
方
分
権
改
革
条
例
の
策
定
と
審
議
』（
イ
マ
ジ
ン
出
版
）（
監
著
）（
二
〇
一
二
年
二
月
）
Ⅱ
論
文
「
公
法
上
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
」
一
橋
研
究
二
八
号
二
五
〜
三
七
頁
（
一
九
七
四
年
一
二
月
）
「
プ
ロ
イ
セ
ン
行
政
裁
判
制
度
―
グ
ナ
イ
ス
ト
モ
デ
ル
の
分
析
」
千
葉
大
学
教
養
部
研
究
報
告
Ａ
―
９
号
三
九
〜
九
七
頁
（
一
九
七
六
年
一
二
月
）
「
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
行
政
と
行
政
法
理
論
」
千
葉
大
学
教
養
部
研
究
報
告
Ａ
―
１０
号
七
三
〜
九
九
頁
（
一
九
七
七
年
一
二
月
）
「
地
方
自
治
法
一
〇
九
条
〜
一
二
五
条
」
室
井
力
ほ
か
編
『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
地
方
自
治
法
』（
日
本
評
論
社
）（
一
九
七
八
年
九
月
）（
＊
同
新
版
（
一
九
九
一
年
三
月
）、
第
三
版
（
一
九
九
五
年
一
二
月
）、
第
四
版
（
二
〇
〇
一
年
四
月
）
に
再
掲
）
「
原
処
分
主
義
」
山
田
幸
男
ほ
か
編
『
演
習
行
政
法
（
下
）』（
青
林
書
院
）
六
六
〜
七
一
頁
（
一
九
七
九
年
三
月
）
「
行
政
上
の
和
解
に
つ
い
て
」
千
葉
大
学
教
養
部
研
究
報
告
Ａ
―
１２
号
二
〇
一
〜
二
二
七
頁
（
一
九
七
九
年
一
二
月
）
「
土
地
区
画
整
理
事
業
と
権
利
保
護
」
法
令
解
説
資
料
総
覧
一
四
号
一
八
二
〜
一
九
三
頁
（
一
九
八
〇
年
一
月
）
「
違
法
判
断
の
基
準
時
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
行
政
法
の
争
点
』
二
一
六
〜
二
一
七
頁
（
一
九
八
〇
年
八
月
）（
＊
同
新
版
（
一
九
九
〇
年
六
月
）
に
再
掲
）
「
無
権
限
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
換
地
処
分
の
効
力
」
法
令
解
説
資
料
総
覧
一
七
号
二
一
四
〜
二
二
二
頁
（
一
九
八
〇
年
一
〇
月
）
「
行
政
指
導
を
め
ぐ
る
判
例
の
動
向
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
四
一
号
四
五
〜
五
二
頁
（
一
九
八
一
年
六
月
）
「
行
政
行
為
の
意
義
・
特
色
・
効
力
」
遠
藤＝
阿
部
編
『
講
義
行
政
法
』（
青
林
書
院
）
一
五
一
〜
一
七
六
頁
（
一
九
八
二
年
五
月
）
「
家
永
教
科
書
裁
判
の
軌
跡
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
七
〇
号
二
八
〜
三
四
頁
（
一
九
八
二
年
七
月
）
「
要
綱
行
政
を
め
ぐ
る
判
例
の
動
向
」
法
と
政
策
一
七
号
三
四
〜
四
〇
頁
（
一
九
八
二
年
一
〇
月
）
「
練
馬
区
建
築
物
に
係
る
紛
争
の
予
防
と
調
整
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
５３
・
１０
・
１２
練
馬
区
条
例
第
３０
号
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
〇
〇
号
一
二
八
〜
一
二
九
頁
（
一
九
八
三
年
一
〇
月
）
「
不
服
申
し
立
て
」
園
部＝
時
岡
編
『
裁
判
実
務
大
系
１
行
政
争
訟
法
』
一
四
四
〜
一
五
三
頁
（
一
九
八
四
年
六
月
）
「
西
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
国
勢
調
査
判
決
（
上
）・（
下
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
一
七
号
六
四
〜
七
〇
頁
、
八
一
八
号
七
六
〜
八
二
頁
（
藤
原
静
雄
と
共
同
、
一
九
八
四
年
七
月
）
「
当
事
者
訴
訟
」
雄
川
一
郎
ほ
か
編
『
現
代
行
政
法
大
系
５
―
行
政
争
訟
２
』（
有
斐
閣
）
七
七
〜
一
〇
六
頁
（
一
九
八
四
年
一
〇
月
）
「
水
の
自
治
と
水
法
上
の
諸
問
題
」
山
田
安
彦
編
著
『
地
域
の
科
学
』（
古
今
書
院
）
二
二
六
〜
二
三
八
頁
（
一
九
八
四
年
一
〇
月
）
鈴木庸夫先生 主要著作目録
６８３
「
国
勢
調
査
の
法
的
視
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
三
三
号
七
八
〜
八
三
頁
（
一
九
八
五
年
四
月
）
「
会
議
録
の
閲
覧
請
求
と
情
報
公
開
」
法
令
解
説
資
料
総
覧
四
六
号
二
二
四
〜
二
三
〇
頁
（
一
九
八
五
年
八
月
）
「
行
政
指
導
と
任
意
性
」
法
学
教
室
六
五
号
七
二
〜
七
三
頁
（
一
九
八
五
年
一
一
月
）
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
実
体
的
利
益
」
一
橋
論
叢
九
四
巻
五
号
六
四
二
〜
六
六
〇
頁
（
一
九
八
五
年
一
一
月
）
「
地
方
自
治
法
二
四
三
条
〜
二
四
三
条
の
五
」
塩
野
宏
ほ
か
編
『
注
釈
地
方
自
治
法
』（
第
一
法
規
）
三
九
二
一
〜
三
九
八
一
頁
（
一
九
八
五
年
一
一
月
）
「
行
政
機
関
の
公
表
行
為
と
そ
の
法
理
」
法
令
解
説
資
料
総
覧
四
九
号
九
五
〜
一
〇
四
頁
（
一
九
八
五
年
一
二
月
）
「
行
政
に
お
け
る
情
報
管
理
と
国
民
の
権
利
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
五
九
号
七
二
〜
七
九
頁
（
一
九
八
六
年
五
月
）
「
水
難
事
故
（
転
落
事
故
を
含
む
）
と
国
家
賠
償
（
１
）・（
２
）」
法
令
解
説
資
料
総
覧
六
〇
号
八
四
〜
九
〇
頁
、
六
一
号
一
二
一
〜
一
二
八
頁
（
一
九
八
七
年
一
月
・
二
月
）
「
行
政
事
件
訴
訟
法
四
五
条
（
争
点
訴
訟
）」
南
博
方
編
『
条
解
行
政
事
件
訴
訟
法
』（
弘
文
堂
）
九
一
二
〜
九
二
七
頁
（
一
九
八
七
年
四
月
）
「
行
政
指
導
と
国
家
賠
償
（
１
）・（
２
）」
法
令
解
説
資
料
総
覧
六
五
号
一
一
九
〜
一
二
七
頁
、
六
六
号
一
二
一
〜
一
二
六
頁
（
一
九
八
七
年
六
月
・
七
月
）
「
行
政
指
導
と
国
家
賠
償
責
任
」
西
村
宏
一
ほ
か
編
『
国
家
補
償
法
大
系
２
―
国
家
賠
償
法
の
課
題
』（
日
本
評
論
社
）
一
四
九
〜
一
六
八
頁
（
一
九
八
七
年
九
月
）
「
政
策
形
成
と
行
政
調
査
―
統
計
調
査
を
中
心
に
し
て
」
公
法
研
究
四
九
号
一
四
〇
〜
一
四
八
頁
（
一
九
八
七
年
一
〇
月
）
「
原
処
分
主
義
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
二
五
号
一
五
〇
〜
一
五
五
頁
（
一
九
八
九
年
一
月
）
「
行
政
事
件
訴
訟
法
第
四
条
（
当
事
者
訴
訟
）」
園
部
逸
夫
編
『
注
解
行
政
事
件
訴
訟
法
』（
有
斐
閣
）
五
一
〜
七
二
頁
（
一
九
八
九
年
六
月
）
「
行
政
情
報
と
統
計
情
報
―
統
計
法
改
正
と
『
共
助
』
概
念
」
雄
川
一
郎
先
生
献
呈
論
集
『
行
政
法
の
諸
問
題
下
巻
』（
有
斐
閣
）
六
二
一
〜
六
四
八
頁
（
一
九
九
〇
年
六
月
）
「
給
水
拒
否
の
限
界
」
判
例
地
方
自
治
七
三
号
九
七
〜
九
八
頁
（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
）
「
行
政
指
導
と
国
家
賠
償
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
九
三
号
一
一
七
〜
一
二
五
頁（
一
九
九
二
年
一
月
）
「
分
権
化
の
議
論
に
潜
む
リ
ー
ガ
リ
ズ
ム
」
月
刊
自
治
研
三
四
巻
五
号
三
八
〜
四
五
頁
（
一
九
九
二
年
五
月
）
「
統
計
調
査
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
統
計
四
三
巻
五
号
八
〜
一
三
頁
（
一
九
九
二
年
五
月
）
「
要
綱
行
政
の
ゆ
く
え
」
判
例
地
方
自
治
九
七
号
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁
（
一
九
九
二
年
八
月
）
「
建
築
・
開
発
紛
争
の
行
政
機
関
に
よ
る
解
決
の
問
題
点
と
そ
の
改
６８４
革
の
方
向
」
市
原
昌
三
郎
先
生
古
稀
記
念
『
行
政
紛
争
処
理
の
法
理
と
課
題
』（
法
学
書
院
）
一
三
七
〜
一
五
四
頁
（
一
九
九
三
年
二
月
）
「
行
政
法
学
と
行
政
学
の
間
―
行
政
法
学
の
『
新
傾
向
』
と
行
政
の
法
社
会
学
」
年
報
行
政
研
究
二
九
号
六
二
〜
九
〇
頁
（
一
九
九
四
年
五
月
）
「
要
綱
行
政
の
新
た
な
展
開
」
年
報
自
治
体
学
七
号
九
四
〜
一
一
三
頁
（
一
九
九
四
年
五
月
）
「
国
勢
調
査
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
』
二
一
五
〜
二
一
九
頁
（
一
九
九
四
年
五
月
）
「
都
市
環
境
整
備
と
行
政
手
続
」
都
市
問
題
八
五
巻
一
〇
号
五
五
〜
六
六
頁
（
一
九
九
四
年
一
〇
月
）
「
自
治
体
の
政
策
形
成
と
政
策
法
務
」判
例
地
方
自
治
一
三
三
号
八
六
〜
八
八
頁（
一
九
九
五
年
五
月
）
「
内
閣
総
理
大
臣
の
職
務
権
限
」
法
学
教
室
一
七
七
号
一
六
〜
二
三
頁
（
一
九
九
五
年
六
月
）
「
地
方
分
権
推
進
委
員
会
『
中
間
報
告
』
を
読
ん
で
」
地
方
自
治
五
八
三
号
二
〜
一
三
頁
（
一
九
九
六
年
六
月
）
「
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
と
政
府
間
手
続
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
九
〇
号
五
三
〜
五
九
頁
（
一
九
九
六
年
六
月
）
「
環
境
行
政
と
地
方
分
権
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
一
巻
二
号
八
七
〜
一
〇
六
頁
（
一
九
九
六
年
八
月
）
「
基
調
講
演
行
政
手
続
法
と
行
政
手
続
条
例
」
地
方
自
治
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
二
〇
号
七
〜
二
九
頁
（
一
九
九
六
年
九
月
）
「
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
と
行
政
法
理
論
―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
行
政
学
の
視
点
か
ら
」
園
部
逸
夫
先
生
古
稀
記
念
『
憲
法
裁
判
と
行
政
訴
訟
』
六
一
九
〜
六
四
三
頁
（
一
九
九
八
年
一
〇
月
）
「
分
権
一
括
法
案
に
お
け
る
関
与
と
係
争
処
理
」
月
刊
自
治
研
四
七
六
号
五
〇
〜
五
九
頁
（
一
九
九
九
年
五
月
）
「
地
方
分
権
と
改
正
農
振
法
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
一
五
巻
一
号
五
〜
三
九
頁
（
二
〇
〇
〇
年
七
月
）
「
政
策
法
務
と
人
材
育
成
」
地
方
公
務
員
月
報
四
四
七
号
二
五
〜
三
二
頁
（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）
「
変
化
の
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
条
例
づ
く
り
が
問
わ
れ
て
い
る
！
―
連
載
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
」
地
方
分
権
二
四
号
八
四
〜
八
七
頁
（
二
〇
〇
一
年
四
月
）
「
行
政
の
法
シ
ス
テ
ム
と
『
生
命
体
モ
デ
ル
』」
塩
野
宏
先
生
古
稀
記
念
『
行
政
法
の
発
展
と
変
革
上
巻
』
二
四
五
〜
二
六
八
頁
（
二
〇
〇
一
年
六
月
）
「
土
地
利
用
規
制
と
自
治
体
―
『
近
代
化
主
義
』
と
『
地
域
主
義
』
の
対
抗
」
都
市
問
題
九
二
巻
八
号
三
〜
一
八
頁
（
二
〇
〇
一
年
八
月
）
「
自
治
基
本
条
例
の
現
在
」
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
房
総
五
七
号
三
〜
一
一
頁
（
二
〇
〇
一
年
年
九
月
）
「
自
治
立
法
と
最
適
化
命
令
と
し
て
の
『
地
方
自
治
の
本
旨
』」
月
刊
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
五
〇
九
号
一
二
〜
一
七
頁
（
二
〇
〇
二
年
二
月
）
「
争
点
訴
訟
」
法
学
教
室
二
六
三
号
五
二
〜
五
三
頁
（
二
〇
〇
二
年
八
月
）
鈴木庸夫先生 主要著作目録
６８５
「
政
策
法
務
の
理
論
と
実
践
―
立
法
法
務
を
中
心
に
し
て
」
都
市
問
題
研
究
五
四
巻
一
一
号
三
〜
一
三
頁
（
二
〇
〇
二
年
一
一
月
）
「
環
境
行
政
指
導
」『
環
境
法
制
の
諸
問
題
〔
千
葉
大
学
社
会
文
化
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
〕』
五
〜
一
一
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
「
行
政
事
件
訴
訟
法
四
五
条
」
南＝
高
橋
編
『
条
解
行
政
事
件
訴
訟
法
（
第
二
版
）』（
弘
文
堂
）
五
九
九
〜
六
一
一
頁
（
二
〇
〇
四
年
六
月
）
「
法
務
大
臣
権
限
法
の
合
憲
的
運
用
」
原
田
尚
彦
先
生
古
稀
記
念
『
法
治
国
家
と
行
政
訴
訟
』
二
九
九
〜
三
二
八
頁
（
二
〇
〇
四
年
八
月
）
「
政
策
法
務
と
自
治
体
改
革
の
法
原
理
―
補
完
性
の
原
則
に
よ
せ
て
」
自
治
体
学
研
究
八
九
号
二
〜
七
頁
（
二
〇
〇
四
年
九
月
）
「
建
物
の
安
全
と
行
政
責
任
―
指
定
確
認
検
査
機
関
の
責
任
と
法
構
造
」
辻
山
幸
宜
編
『
耐
震
偽
装
の
政
府
責
任
―
建
物
の
安
全
の
制
度
設
計
』（
公
人
社
）
七
〜
二
五
頁
（
二
〇
〇
六
年
五
月
）
「
政
策
法
務
と
い
う
考
え
方
」
ア
カ
デ
ミ
ア
八
六
号
二
六
〜
二
九
頁
（
二
〇
〇
八
年
七
月
）
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
義
務
履
行
確
保
に
関
す
る
法
律
要
綱
私
案
覚
書
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
三
巻
一
号
九
〜
四
〇
頁
（
二
〇
〇
八
年
九
月
）
「
自
治
体
法
務
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
編
『
法
的
整
合
性
確
保
に
向
け
て
の
多
面
的
検
討
』（
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
）
一
三
九
〜
一
四
六
頁
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
「
条
例
論
の
新
展
開
―
原
理
と
ル
ー
ル
・
立
法
事
実
の
合
理
性
」
自
治
研
究
八
六
巻
一
号
五
八
〜
七
五
頁
（
二
〇
一
〇
年
一
月
）
「
地
域
主
権
時
代
の
条
例
論
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
一
三
号
一
四
〜
二
一
頁
（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
義
務
履
行
確
保
に
関
す
る
法
律
要
綱
私
案
に
つ
い
て
」
自
治
研
究
八
七
巻
七
号
五
二
〜
八
一
頁
（
二
〇
一
一
年
七
月
）
「
震
災
ガ
バ
ナ
ン
ス
時
代
の
政
策
法
務
（
１
）
〜
（
２１
）」
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
五
〇
巻
八
号
〜
五
二
巻
五
号
（
二
〇
一
一
年
八
月
〜
二
〇
一
三
年
五
月
）
「
子
ど
も
権
利
条
例
に
つ
い
て
―
条
約
と
条
例
及
び
哲
学
と
制
度
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
六
巻
一＝
二
号
一
三
〜
五
四
頁
（
二
〇
一
一
年
九
月
）
「
自
治
体
間
連
携
の
政
策
法
務
」
ガ
バ
ナ
ン
ス
一
三
〇
号
二
〇
〜
二
三
頁
（
二
〇
一
二
年
二
月
）
「
自
治
体
か
ら
見
た
災
害
法
制
の
現
在
―
東
日
本
大
震
災
対
応
法
制
の
問
題
点
」
ガ
バ
ナ
ン
ス
一
三
七
号
一
四
〜
一
七
頁
（
田
島
紘
一
郎
と
共
同
）（
二
〇
一
二
年
九
月
）
「
自
治
体
政
策
法
務
の
新
段
階
」
市
政
六
一
巻
一
一
号
一
九
〜
二
一
頁
（
田
島
絋
一
郎
と
共
同
）（
二
〇
一
二
年
一
一
月
）
Ⅲ
判
例
評
釈
「
法
人
税
再
更
正
処
分
と
源
泉
徴
収
所
得
税
の
加
算
税
賦
課
決
定
処
６８６
分
と
が
同
一
の
事
情
を
原
因
と
し
て
な
さ
れ
た
と
き
の
再
更
正
処
分
の
取
消
判
決
と
源
泉
所
得
税
の
返
還
請
求
権
と
の
関
係
（
昭
和
５１
・
９
・
２２
大
阪
地
判
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
五
二
号
一
三
一
〜
一
三
三
頁
（
一
九
七
七
年
一
一
月
）
「
有
限
会
社
解
散
の
場
合
に
お
け
る
地
方
税
法
一
一
条
の
三
（
清
算
人
等
の
第
二
次
納
税
義
務
）
に
い
う
残
余
財
産
の
意
義
（
昭
和
５２
・
４
・
２１
鳥
取
地
判
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
七
三
号
一
三
二
〜
一
三
四
頁
（
一
九
七
八
年
九
月
）
「
越
境
入
学
に
対
す
る
就
学
指
定
処
分
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
５２
・
４
・
３０
浦
和
地
決
）」
自
治
研
究
五
四
巻
一
〇
号
一
二
五
〜
一
三
一
頁（
一
九
七
八
年
一
〇
月
）
「
持
廻
り
決
議
の
方
法
と
行
政
処
分
の
瑕
疵
（
昭
和
４６
・
１
・
２２
最
高
二
小
判
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
』
二
〇
二
〜
二
〇
三
頁
（
一
九
七
九
年
四
月
）
「
地
方
税
法
一
九
条
の
四
と
行
政
不
服
審
査
法
四
五
条
と
の
関
係
（
昭
和
５３
・
８
・
４
京
都
地
判
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
〇
六
号
一
七
二
〜
一
七
五
頁
（
一
九
七
九
年
一
二
月
）
「
議
員
懲
罰
規
定
の
遡
及
適
用
（
昭
和
２６
・
４
・
２８
最
高
三
小
判
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
地
方
自
治
判
例
百
選
』
九
二
〜
九
三
頁
（
一
九
八
一
年
一
月
）（
＊
同
第
二
版
（
一
九
九
三
年
一
一
月
）
に
再
録
）
「
住
民
訴
訟
に
お
け
る
住
民
団
体
の
適
格
性
、
訴
訟
参
加
、
追
加
請
求
と
監
査
請
求
、
東
村
山
市
迷
惑
料
歳
入
組
み
入
れ
事
件
（
昭
和
５５
・
１２
・
２２
東
京
高
判
）」
自
治
研
究
五
八
巻
三
号
一
三
三
〜
一
四
一
頁
（
一
九
八
二
年
三
月
）
「
市
交
通
局
労
働
組
合
員
が
全
員
一
斉
に
休
暇
届
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
職
場
を
離
脱
す
る
こ
と
は
争
議
行
為
に
該
当
す
る
か
（
昭
和
５５
・
１０
・
２２
福
岡
高
判
）」
田
中
舘
照
橘
監
修
『
地
方
公
務
員
法
重
要
判
例
解
説
１００
選
（
地
方
自
治
職
員
研
修
臨
時
増
刊
号
１１
』（
公
務
職
員
研
修
協
会
）
一
九
一
〜
一
九
二
頁
（
一
九
八
二
年
九
月
）
「
地
方
公
務
員
法
三
七
条
二
項
の
『
…
権
利
を
も
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
…
』
と
は
職
員
が
分
限
上
の
身
分
保
障
及
び
給
与
請
求
権
等
ま
で
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
か
（
昭
和
３８
・
３
・
２５
福
島
地
判
）」
田
中
舘
照
橘
監
修
『
地
方
公
務
員
法
重
要
判
例
解
説
１００
選
（
地
方
自
治
職
員
研
修
臨
時
増
刊
号
１１
）』（
公
務
職
員
研
修
協
会
）
一
九
六
〜
一
九
七
頁
（
一
九
八
二
年
九
月
）
「
超
過
差
押
え
の
禁
止
（
昭
和
４６
・
６
・
２５
最
二
小
判
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
租
税
判
例
百
選
（
第
二
版
）』
一
八
四
〜
一
八
五
頁
（
一
九
八
三
年
三
月
）
「
柔
道
整
復
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費
の
算
定
基
準
を
定
め
た
厚
生
省
保
険
局
長
通
知
に
基
づ
く
社
会
保
険
事
務
所
長
の
療
養
費
支
給
決
定
が
適
法
と
さ
れ
た
事
例
（
昭
和
５７
・
７
・
１６
東
京
地
判
）」
自
治
研
究
六
〇
巻
五
号
一
四
六
〜
一
五
二
頁
（
一
九
八
四
年
五
月
）
「
純
損
失
に
か
か
る
減
額
更
正
処
分
と
還
付
通
知
処
分
の
訴
え
の
利
益
（
昭
和
５７
・
５
・
２１
大
阪
地
判
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
一
九
号
一
五
五
〜
一
五
七
頁
（
一
九
八
四
年
八
月
）
「
一
部
事
務
組
合
の
財
務
会
計
上
の
行
為
に
つ
き
住
民
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
か
（
積
極
）（
昭
和
５８
・
１１
・
１４
岐
阜
地
鈴木庸夫先生 主要著作目録
６８７
判
）」
判
例
評
論
三
〇
七
号
一
五
二
〜
一
五
五
頁
（
一
九
八
四
年
九
月
）
「
武
蔵
野
市
給
水
拒
否
刑
事
被
告
事
件
（
昭
和
５９
・
２
・
２４
東
京
地
八
王
子
支
判
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
三
八
号
（
一
九
八
四
年
度
重
要
判
例
解
説
）
五
八
〜
六
〇
頁
（
一
九
八
五
年
六
月
）
「
行
政
指
導
の
た
め
の
建
築
確
認
留
保
と
そ
の
限
界
（
昭
和
６０
・
７
・
１６
最
高
三
小
判
）」
法
学
教
室
六
二
号
一
〇
〇
〜
一
〇
一
頁
（
一
九
八
五
年
一
一
月
）
「
未
告
発
の
脱
税
容
疑
事
実
の
公
表
（
昭
和
５９
・
６
・
２８
東
京
高
判
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
五
一
号
一
四
六
〜
一
四
八
頁
（
一
九
八
五
年
一
二
月
）
「
文
化
財
埋
蔵
地
で
の
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
と
行
政
指
導
（
昭
和
６０
・
１０
・
９
東
京
高
判
）」
法
学
教
室
六
五
号
七
二
〜
七
三
頁
（
一
九
八
六
年
二
月
）
「
長
期
給
付
（
退
職
金
等
）
を
受
け
る
権
利
（
３
）
―
退
職
手
当
の
譲
渡
性
（
昭
和
４３
・
３
・
１２
最
高
三
小
判
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
公
務
員
判
例
百
選
』
一
二
四
〜
一
二
五
頁
（
一
九
八
六
年
四
月
）
「
出
訴
期
間
の
計
算
（
昭
和
５２
・
２
・
１７
最
高
一
小
判
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
行
政
判
例
百
選
Ⅱ
（
第
二
版
）』
四
〇
四
〜
四
〇
五
頁
（
一
九
八
七
年
六
月
）（
＊
同
第
三
版
（
一
九
九
三
年
五
月
）、
第
四
版
（
一
九
九
九
年
三
月
）
に
再
録
）
「
出
訴
期
間
の
起
算
日
（
昭
和
２７
・
１１
・
２０
最
高
一
小
判
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
行
政
判
例
百
選
Ⅱ
（
第
二
版
）』
四
〇
六
〜
四
〇
七
頁
（
一
九
八
七
年
六
月
）（
＊
同
第
三
版
（
一
九
九
三
年
五
月
）、
第
四
版
（
一
九
九
九
年
三
月
）、
第
五
版
（
二
〇
〇
六
年
六
月
）、
第
六
版
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
）
に
再
録
）
「
土
地
区
画
整
理
法
七
七
条
六
項
に
基
づ
く
市
長
の
認
可
、
組
合
が
な
し
た
移
転
工
事
施
行
通
告
の
処
分
性
を
否
定
し
、
か
つ
建
物
移
転
の
通
知
は
仮
換
地
指
定
の
違
法
性
は
承
継
す
る
が
組
合
の
設
立
お
よ
び
設
立
認
可
の
違
法
性
は
承
継
し
な
い
と
し
た
事
例
（
昭
和
６０
・
１２
・
１８
大
阪
地
判
）」
自
治
研
究
六
三
巻
六
号
一
二
九
〜
一
三
六
頁
（
一
九
八
七
年
六
月
）
「
駐
車
禁
止
規
制
の
適
法
性
（
昭
和
６１
・
９
・
１１
最
一
小
判
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
八
七
号
（
一
九
八
六
年
度
重
要
判
例
解
説
）
二
九
〜
三
一
頁
（
一
九
八
七
年
六
月
）
「
住
民
監
査
請
求
に
お
い
て
は
同
一
人
が
同
一
行
為
に
つ
い
て
再
度
の
監
査
請
求
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ま
た
監
査
請
求
の
構
成
を
変
え
て
当
該
行
為
の
違
法
無
効
を
主
張
し
て
、
実
体
上
の
請
求
権
の
行
使
を
怠
る
事
実
が
あ
り
、
出
訴
期
間
の
制
限
が
働
か
な
い
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
事
例
（
昭
和
６２
・
２
・
２０
最
高
二
小
判
）」
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
七
七
号
（
一
九
八
七
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説
）
三
二
〇
〜
三
二
一
頁
（
一
九
八
八
年
一
二
月
）
「
武
蔵
野
市
長
給
水
拒
否
事
件
上
告
審
判
決
に
つ
い
て
（
平
成
元
・
１１
・
７
最
高
二
小
決
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
五
四
号
三
一
〜
三
六
頁
（
一
九
九
〇
年
四
月
）
「
池
子
工
事
差
止
訴
訟
第
一
審
判
決
に
つ
い
て
（
平
成
３
・
２
・
１５
横
浜
地
判
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
八
八
号
五
八
〜
六
五
頁
（
一
九
九
一
年
一
〇
月
）
６８８
「
指
導
要
綱
の
不
遵
守
と
届
出
書
の
返
戻
措
置
（
平
成
３
・
２
・
２８
宇
都
宮
地
判
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
〇
二
号
（
一
九
九
一
年
度
重
要
判
例
解
説
）
三
八
〜
四
〇
頁
（
一
九
九
二
年
六
月
）
「
出
訴
期
間
―
訴
訟
行
為
の
追
完
（
昭
和
５５
・
１２
・
９
最
高
三
小
判
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
租
税
判
例
百
選
（
第
三
版
）』
一
九
八
〜
一
九
九
頁
（
一
九
九
二
年
一
二
月
）
「
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
に
損
失
補
償
請
求
を
予
備
的
・
追
加
的
に
併
合
す
る
こ
と
の
可
否
―
実
質
的
当
事
者
訴
訟
の
法
的
性
格
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
四
六
号
（
一
九
九
三
年
度
重
要
判
例
解
説
）
五
二
〜
五
四
頁
（
一
九
九
五
年
六
月
）
「
県
立
高
校
の
運
動
会
で
の
騎
馬
戦
で
重
傷
を
負
っ
た
事
故
に
つ
き
安
全
配
慮
義
務
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
平
成
１１
・
９
・
２
福
岡
地
判
）」
自
治
研
究
七
八
巻
六
号
一
一
三
〜
一
二
一
頁
（
二
〇
〇
二
年
六
月
）
「
監
査
請
求
前
置
の
意
義
（
２
）（
平
成
１４
・
７
・
２
最
高
三
小
判
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
地
方
自
治
判
例
百
選
（
第
三
版
）』
一
六
〇
〜
一
六
一
頁
（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
）（
＊
同
第
四
版
（
二
〇
一
三
年
六
月
）
に
タ
イ
ト
ル
変
更
の
う
え
再
録
）
「
滞
納
処
分
と
民
法
一
七
七
条
（
昭
和
３５
・
３
・
３１
最
高
一
小
判
）」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
租
税
判
例
百
選
（
第
四
版
）』
二
二
二
〜
二
二
三
頁
（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
）
「
防
衛
庁
職
員
に
よ
る
情
報
公
開
請
求
者
リ
ス
ト
作
成
・
配
布
損
害
賠
償
事
件
（
平
成
１８
・
５
・
１１
新
潟
地
判
）」
自
治
研
究
八
五
巻
五
号
一
一
二
〜
一
二
三
頁
（
二
〇
〇
九
年
五
月
）
「
滋
賀
県
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
く
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
書
か
れ
た
捜
査
報
償
費
等
の
領
収
書
の
開
示
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
事
例
（
平
成
１９
・
５
・
２９
最
高
三
小
判
）」
自
治
研
究
八
八
巻
五
号
一
一
三
〜
一
二
四
頁
（
二
〇
一
二
年
五
月
）
Ⅳ
演
習
池
田
政
章
ほ
か
編
『
答
練
行
政
法
』（
学
陽
書
房
）（「
行
政
委
員
会
制
度
」、「
行
政
行
為
の
意
義
及
び
特
質
」、「
行
政
行
為
の
種
類
」、
「
許
可
・
認
可
・
特
許
の
意
義
と
区
別
」、「
仮
の
権
利
救
済
（
執
行
停
止
）」、「
警
察
の
観
念
」、「
警
察
権
行
使
の
限
界
」、「
警
察
責
任
の
原
則
」、「
警
察
公
共
の
原
則
」、「
警
察
比
例
の
原
則
」、「
警
察
許
可
の
性
質
」、「
職
務
質
問
」、「
公
企
業
の
意
義
」、「
営
業
警
察
許
可
と
公
企
業
の
特
許
」
の
１４
項
目
を
執
筆
）（
一
九
七
七
年
二
月
）
市
原
昌
三
郎
編
『
判
例
ノ
ー
ト
行
政
法
』（
法
学
書
院
）（「
公
法
契
約
―
公
害
防
止
協
定
」、「
国
家
賠
償
法
上
の
費
用
負
担
者
」、「
区
立
中
学
校
経
営
の
臨
海
学
校
の
飛
込
台
の
管
理
の
瑕
疵
」、「
正
当
な
補
償
―
農
地
買
収
の
対
価
」、「
立
法
の
不
作
為
に
よ
る
損
害
（
在
宅
投
票
制
度
違
憲
の
訴
訟
）」、「
無
名
抗
告
訴
訟
（
３
）」、「
無
名
抗
告
訴
訟
（
４
）」、「
機
関
訴
訟
（
１
）」、「
機
関
訴
訟
（
２
）」、「
住
民
訴
訟
（
１
）」、「
不
服
申
立
前
置
の
意
義
」、「
不
服
申
立
て
を
経
な
い
こ
と
の
正
当
事
由
」、「
抗
告
訴
訟
の
対
象
（
１
）」、「
抗
告
訴
訟
の
対
象
（
９
）」、「
原
告
適
格
（
４
）」、「
出
訴
期
間
初
日
算
入
の
原
則
」、「
処
分
理
由
の
追
加
」、「
行
政
訴
訟
に
お
け
る
和
解
」、「
対
世
鈴木庸夫先生 主要著作目録
６８９
効
（
２
）」、「
既
判
力
（
２
）」、「
仮
処
分
（
２
）」
の
２１
項
目
を
執
筆
）（
一
九
八
五
年
七
月
）
市
原
昌
三
郎
ほ
か
編
『
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
行
政
法
（
新
版
）』（
有
斐
閣
）（「
大
学
の
在
学
関
係
と
司
法
審
査
」
ほ
か
２
件
を
執
筆
）（
一
九
八
六
年
四
月
）
法
学
教
室
演
習
七
三
号
〜
八
四
号
（「
公
共
団
体
の
敗
訴
と
強
制
執
行
」、「
念
書
の
効
力
」、「
源
泉
徴
収
を
争
う
方
法
」、「
国
土
調
査
の
効
力
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
住
民
委
託
」、「
行
政
訴
訟
に
お
け
る
被
告
の
変
更
と
訴
え
の
変
更
」、「
水
難
事
故
と
営
造
物
責
任
」、「
原
因
者
工
事
負
担
命
令
」、「
違
法
性
の
承
継
」、「
在
監
者
に
対
す
る
裁
決
書
の
送
達
」、「
反
面
調
査
と
処
分
の
効
力
」、「
直
接
請
求
に
よ
る
住
民
投
票
条
例
の
修
正
」
の
１２
件
を
執
筆
）（
一
九
八
六
年
一
〇
月
〜
一
九
八
七
年
九
月
）
「
行
政
指
導
・
運
輸
行
政
」
木
村
弘
之
亮
編
『
行
政
法
演
習
〔
１
〕
―
行
政
手
続
法
』（
成
文
堂
）
二
四
一
〜
二
四
七
頁
（
一
九
九
七
年
二
月
）
Ⅴ
書
評
・
紹
介
室
井＝
塩
野
編
『
行
政
法
を
学
ぶ
』Law
School
四
号
八
九
頁
（
一
九
七
九
年
三
月
）
Ｇ
・
ツ
ィ
ム
マ
ー
『
機
能
・
権
限
・
正
当
性
―
基
本
権
秩
序
に
お
け
る
権
力
分
立
制
』
千
葉
大
学
教
養
部
研
究
報
告
Ａ
―
１３
号
二
八
九
〜
三
〇
三
頁
（
一
九
八
〇
年
一
二
月
）
和
田
英
夫
著
『
行
政
委
員
会
と
行
政
争
訟
制
度
』
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
六
三
号
一
一
六
頁
（
一
九
八
六
年
六
月
）
新
藤
宗
幸
著
『
行
政
指
導
』
年
報
行
政
研
究
二
八
号
一
九
八
〜
二
〇
二
頁
（
一
九
九
三
年
五
月
）
「
行
政
法
学
の
新
傾
向
―
阿
部
泰
隆
著
『
政
策
法
務
か
ら
の
提
言
―
や
わ
ら
か
頭
の
法
戦
略
』『
行
政
の
法
シ
ス
テ
ム
（
上
・
下
）』
に
よ
せ
て
」
法
律
時
報
六
六
巻
四
号
七
一
〜
七
四
頁
（
一
九
九
四
年
四
月
）
「
田
島
義
介
著
『
地
方
分
権
事
始
め
』
―
現
場
を
歩
い
て
問
題
を
鋭
く
指
摘
す
る
分
権
時
代
へ
の
手
引
書
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
一
巻
七
号
一
一
〇
頁
（
一
九
九
六
年
七
月
）
北
村
喜
宣
著
『
行
政
執
行
過
程
と
自
治
体
』
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
四
一
号
一
九
五
頁
（
一
九
九
八
年
九
月
）
園
部
逸
夫
著
『
最
高
裁
判
所
十
年
―
私
の
見
た
こ
と
考
え
た
こ
と
』
現
代
刑
事
法
五
巻
三
号
七
四
〜
七
六
頁
（
二
〇
〇
三
年
三
月
）
北
村
喜
宣
著
『
分
権
政
策
法
務
と
環
境
・
景
観
行
政
』
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
七
二
号
一
二
一
頁
（
二
〇
〇
九
年
二
月
）
青
田
悟
朗
著
『
自
治
体
の
た
め
の
債
権
回
収
Ｑ
＆
Ａ
―
現
場
か
ら
の
質
問
』
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
五
一
巻
六
号
四
三
頁
（
二
〇
一
二
年
六
月
）
Ⅵ
対
談
・
座
談
会
「
行
政
学
と
行
政
法
学
の
対
話
」
季
刊
自
治
体
学
研
究
五
〇
号
二
６９０
四
〜
三
三
頁
（
一
九
九
一
年
九
月
）
「
行
政
法
教
育
と
教
材
」
書
斎
の
窓
四
一
七
号
四
〜
二
一
頁
（
一
九
九
二
年
九
月
）
「
地
方
分
権
と
政
策
法
務
の
課
題
」
判
例
地
方
自
治
一
五
七
号
一
〇
〜
三
〇
頁
（
一
九
九
七
年
三
月
）
「
政
策
法
務
の
到
達
点
」
地
方
自
治
職
員
研
修
三
二
巻
三
号
二
一
〜
二
八
頁
（
一
九
九
九
年
三
月
）
「
新
地
方
自
治
法
の
検
証
―
分
権
改
革
の
も
た
ら
す
も
の
（
１
）
〜
（
３
）」
法
令
解
説
資
料
総
覧
二
二
一
号
三
〜
二
二
頁
、
二
二
二
号
三
〜
二
二
頁
、
二
二
三
号
三
〜
二
四
頁
（
二
〇
〇
〇
年
六
月
・
七
月
・
八
月
）
「
分
権
改
革
の
検
証
―
二
一
世
紀
の
国
・
地
域
の
あ
り
方
（
１
）
〜
（
３
）」
法
令
解
説
資
料
総
覧
二
二
八
号
三
〜
三
五
頁
、
二
二
九
号
三
〜
三
四
頁
、
二
三
〇
号
三
〜
四
二
頁
（
二
〇
〇
一
年
一
月
・
二
月
・
三
月
）
「
変
革
期
の
地
方
行
政
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
三
号
一
〇
〜
三
九
頁
（
二
〇
〇
一
年
六
月
）
「
改
正
行
政
事
件
訴
訟
法
の
自
治
体
へ
の
影
響
（
１
）・（
２
）」
法
令
解
説
資
料
総
覧
二
七
四
号
四
〜
二
五
頁
、
二
七
五
号
四
〜
二
〇
頁
（
二
〇
〇
四
年
一
一
月
・
一
二
月
）
「
政
策
法
務
の
意
義
と
到
達
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
三
八
号
七
四
〜
九
五
頁
（
二
〇
〇
七
年
七
月
）
「
地
域
主
権
時
代
の
政
策
法
務
」
ア
カ
デ
ミ
ア
九
四
号
六
〜
一
一
頁
（
二
〇
一
〇
年
七
月
）
「
自
治
体
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら
見
直
す
『
震
災
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
の
構
築
を
―
東
日
本
大
震
災
と
政
策
法
務
」
ガ
バ
ナ
ン
ス
一
二
三
号
三
八
〜
四
四
頁
（
二
〇
一
一
年
七
月
）
Ⅶ
学
会
報
告
「
政
策
形
成
と
行
政
調
査
」
日
本
公
法
学
会
（
一
九
八
六
年
一
〇
月
、
論
文
「
政
策
形
成
と
行
政
調
査
」
に
基
づ
く
報
告
）
「
条
例
論
の
新
展
開
と
政
策
法
務
」
第
一
〇
回
行
政
法
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
（
二
〇
一
〇
年
八
月
一
日
、
於：
南
山
大
学
）
Ⅷ
研
究
ノ
ー
ト
「
判
例
に
学
ぶ
行
政
法
の
基
礎（
１
）〜（
２２
）」
地
方
自
治
職
員
研
修
一
三
巻
七
号
〜
一
五
巻
四
号
（
一
九
八
〇
年
七
月
〜
一
九
八
二
年
四
月
）
Ⅸ
資
料
「
統
計
法
の
解
釈
可
能
性
（
１
）」
総
務
庁
内
部
資
料
一
〜
二
三
頁
（
一
九
八
二
年
三
月
）
「
統
計
法
の
解
釈
可
能
性
（
２
）」
総
務
庁
内
部
資
料
一
〜
六
〇
頁
（
一
九
八
三
年
三
月
）
「
統
計
行
政
法
の
研
究
」
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
鈴木庸夫先生 主要著作目録
６９１
告
書
（
科
研
費
番
号
六
一
五
二
〇
〇
〇
五
）（
一
九
八
六
〜
一
九
八
七
年
）
「
統
計
法
制
と
個
人
情
報
保
護
／
西
ド
イ
ツ
の
統
計
制
度
と
秘
密
保
護
」『
統
計
行
政
の
基
本
的
事
項
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
（
全
国
統
計
連
合
会
委
託
研
究
）』
一
七
〜
二
七
頁
、
一
〇
〇
〜
一
一
一
頁
（
一
九
八
八
年
三
月
）
「
逗
子
市
情
報
公
開
制
度
研
究
報
告
書
」
逗
子
市
委
託
研
究
四
五
〜
七
三
頁
（
一
九
八
九
年
三
月
）
「
逗
子
市
個
人
情
報
保
護
制
度
研
究
会
」
逗
子
市
委
託
研
究
（
一
九
九
〇
年
三
月
）（
共
同
執
筆
）
「
逗
子
市
環
境
法
制
研
究
会
報
告
書
」
逗
子
市
委
託
研
究
（
一
九
九
一
年
三
月
）（
共
同
執
筆
）
「
神
奈
川
県
臨
時
特
例
企
業
税
に
関
す
る
意
見
書
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
四
巻
二
号
一
〇
七
〜
一
三
一
頁
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）
「
那
覇
地
方
裁
判
所
平
成
２３
年
１１
月
１５
日
判
決
（
平
成
２３
年
（
行
ウ
）
第
１１
号
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
不
許
可
取
消
請
求
事
件
・
判
例
集
未
登
載
）
に
対
す
る
意
見
書
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
二
七
巻
一
号
九
九
〜
一
二
一
頁
（
二
〇
一
二
年
六
月
）
Ⅹ
そ
の
他
「
座
談
会
ま
つ
り
の
し
こ
み
・
そ
の
成
功
の
条
件
」
鶴
見
俊
輔
ほ
か
編
『
祭
り
と
イ
ベ
ン
ト
の
つ
く
り
か
た
』（
晶
文
社
）
一
五
九
〜
一
六
八
頁
（
一
九
八
八
年
一
一
月
）
６９２
